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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータにより実行される方法であって、
　出力導関数に基づいてヤコビ行列を算出するステップであって、前記出力導関数は、複
数のサブシステムの各々について対応する第１の入力変数に関連する、対応する状態変数
の導関数に基づく、ステップと、
　前記第１の入力変数を変更するステップと、
　前記対応する状態変数の導関数に基づいて、前記複数のサブシステムの各々について対
応する第２の入力変数および残差を算出するステップと
　を備えることを特徴とするコンピュータにより実行される方法。
【請求項２】
　前記残差は第２の残差であり、前記コンピュータにより実行される方法は、対応する予
測子に基づいて、前記複数のサブシステムの各々についての入力増分および第１の残差を
算出するステップをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載のコンピュータにより
実行される方法。
【請求項３】
　前記ヤコビ行列を算出するステップは、前記複数のサブシステムの各々について前記対
応する第１の入力変数に関連する、前記対応する状態変数の導関数に基づいて、前記出力
導関数を算出するステップを含むことを特徴とする請求項１に記載のコンピュータにより
実行される方法。
【請求項４】
　前記ヤコビ行列を算出するステップは、前記ヤコビ行列を因数分解するステップを含む
ことを特徴とする請求項１に記載のコンピュータにより実行される方法。
【請求項５】
　前記第２の入力変数を算出することは、
　　前記残差を得ることと、
　　前記因数分解したヤコビ行列に基づいて、入力増分を算出することと
　を含むことを特徴とする請求項４に記載のコンピュータにより実行される方法。
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【請求項６】
　対応する修正子に基づいて、前記複数のサブシステムの各々についての出力を算出する
ステップをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載のコンピュータにより実行され
る方法。
【請求項７】
　コンピュータプログラム製品であって、
　　コンピュータ実行可能コンポーネントを有する１つまたは複数の不揮発性コンピュー
タ可読記憶媒体であって、前記コンピュータ実行可能コンポーネントは、
　　プロセッサにより実行されると、前記プロセッサに、出力導関数に基づいてヤコビ行
列を算出させるヤコビ行列コンポーネントであって、前記出力導関数は、複数のサブシス
テムの各々について対応する第１の入力変数に関連する、対応する状態変数の導関数に基
づく、ヤコビ行列コンポーネントと、
　　プロセッサにより実行されると、前記プロセッサに、前記第１の入力変数を変更させ
る変更コンポーネントと、
　　プロセッサにより実行されると、前記プロセッサに、対応する状態変数の導関数に基
づいて、前記複数のサブシステムの各々についての第２の入力変数および残差を算出させ
る第２の導関数コンポーネントと
　　を含む、コンピュータ可読記憶媒体
　を備えることを特徴とするコンピュータプログラム製品。
【請求項８】
　前記残差は第２の残差であり、前記第２の導関数コンポーネントはさらに前記プロセッ
サに、対応する予測子に基づいて前記複数のサブシステムの各々についての入力増分およ
び第１の残差を算出させることを特徴とする請求項７に記載のコンピュータプログラム製
品。
【請求項９】
　前記コンピュータ実行可能コンポーネントは、プロセッサに実行されると、前記プロセ
ッサに、前記複数のサブシステムの各々について前記対応する第１の入力変数に関連する
、前記出力導関数を算出させて、前記ヤコビ行列の算出を容易にする第１の導関数コンポ
ーネントをさらに含むことを特徴とする請求項７に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１０】
　前記ヤコビ行列コンポーネントはさらに、前記プロセッサに、前記ヤコビ行列を因数分
解させることを特徴とする請求項７に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１１】
　前記ヤコビ行列コンポーネントはさらに、前記プロセッサに、
　　前記残差を得させ、
　　前記因数分解したヤコビ行列に基づいて入力増分を算出して、前記第２の入力変数を
算出させることを特徴とする請求項１０に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１２】
　前記コンピュータ実行可能コンポーネントは、プロセッサに実行されると、前記プロセ
ッサに、対応する修正子に基づいて前記複数のサブシステムの各々についての出力を算出
させる出力コンポーネントをさらに含むことを特徴とする請求項７に記載のコンピュータ
プログラム製品。
【請求項１３】
　前記出力コンポーネントはさらに、前記プロセッサに、前記ヤコビ行列、前記出力導関
数、前記第１の入力変数、前記第２の入力変数、前記残差、および前記出力、の１つまた
は複数をメモリ領域に記憶させることを特徴とする請求項１２に記載のコンピュータプロ
グラム製品。
【請求項１４】
　メモリと
　前記メモリに結合されたプロセッサと
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　を備え、
　前記メモリは、請求項７乃至１３のいずれか一項に記載のコンピュータプログラム製品
を記憶したことを特徴とするコンピュータ。
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